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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】  
　 前 縁 （ ３ ２ ） 及 び 後 縁 （ ３ ４ ） の 間 を 伸 び て い て 、 内 部 冷 却 空 気 通 路 （ ３ ６ ） を 画 成 す
る 圧 力 側 （ ２ ８ ） 及 び 吸 込 み 側 （ ２ ８ ） と 、
　 前 記 後 縁 の 背 後 で 前 記 空 気 通 路 と 流 れ が 連 通 す る よ う に 配 置 さ れ た １ 列 の 後 縁 孔 （ ３ ８
） と 、
　 前 記 後 縁 孔 の と こ ろ で 前 記 圧 力 側 に 沿 っ て 燃 焼 ガ ス （ ２ ０ ） を 、 前 記 後 縁 孔 か ら 吐 出 さ
れ る 冷 却 空 気 （ １ ８ ） の 速 度 と 少 な く と も 同 じ 速 度 ま で 加 速 す る 手 段 と 、
を 有 す る タ ー ビ ン ・ エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ２ 】  
　 各 々 の 前 記 後 縁 孔 （ ３ ８ ） が 前 記 圧 力 側 （ ２ ８ ） を 通 抜 け る 出 口 （ ４ ２ ） を 含 み 、 切 断
縁 部 （ ４ ４ ） が 前 記 後 縁 か ら 上 流 側 に 隔 た っ て お り 、 前 記 加 速 す る 手 段 は 、 前 記 切 断 縁 部
（ ４ ４ ） を 前 記 後 縁 に 近 付 け て 、 そ の 冷 却 を 改 善 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載
の タ ー ビ ン ・ エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ３ 】  
　 向 か い 合 っ た 前 縁 （ ３ ２ ） 及 び 後 縁 （ ３ ４ ） の 間 を 伸 び て い て 、 そ の 中 に 内 部 冷 却 空 気
通 路 （ ３ ６ ） を 画 成 し て い る 向 か い 合 っ た 圧 力 側 （ ２ ８ ） 及 び 吸 込 み 側 （ ３ ０ ） を 有 す る
タ ー ビ ン ・ エ ー ロ フ ォ イ ル で あ っ て 、
　 冷 却 空 気 （ １ ８ ） を 吐 出 す る 為 に 前 記 空 気 通 路 と 流 れ が 連 通 し て 前 記 後 縁 の 背 後 に 配 置
さ れ て る １ 列 の 後 縁 孔 （ ３ ８ ） を 有 し 、 該 １ 列 の 後 縁 孔 （ ３ ８ ） は 、 前 記 圧 力 側 （ ２ ８ ）
を 通 抜 け る 対 応 す る 出 口 （ ４ ２ ） を 持 っ て い て 、 各 々 の 出 口 は 前 記 後 縁 か ら 上 流 側 に 隔 た
る 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） を 持 っ て お り 、
　 当 該 エ ー ロ フ ォ イ ル は 、 隣 接 す る １ つ の エ ー ロ フ ォ イ ル の 向 か い 合 っ た 吸 込 み 側 か ら の
前 記 圧 力 側 の 位 置 が 、 前 記 切 断 縁 部 を 通 越 す 燃 焼 ガ ス （ ２ ０ ） を 前 記 切 断 縁 部 で 吐 出 さ れ
る 前 記 冷 却 空 気 の 速 度 と 少 な く と も 同 じ 速 度 ま で 局 部 的 に 加 速 す る 位 置 に な る よ う に 、 前
記 切 断 縁 部 の と こ ろ で 前 記 圧 力 側 及 び 吸 込 み 側 を 横 切 る 厚 さ （ Ｃ ） を 有 し て い る こ と 、
を 特 徴 と す る タ ー ビ ン ・ エ ー ロ フ ォ イ ル 。
【 請 求 項 ４ 】  
　 内 側 （ ２ ２ ） 及 び 外 側 バ ン ド （ ２ ４ ） の 間 を 伸 び る 複 数 個 の ベ ー ン （ ２ ６ ） を 有 し 、
　 各 々 の ベ ー ン （ ２ ６ ） は 、 向 か い 合 っ た 前 縁 （ ３ ２ ） 及 び 後 縁 （ ３ ４ ） の 間 を 伸 び て い
て 、 そ の 中 に 内 部 冷 却 空 気 通 路 （ ３ ６ ） を 画 成 す る 向 か い 合 っ た 圧 力 側 （ ２ ８ ） 及 び 吸 込



み 側 （ ３ ０ ） を 持 ち 、 隣 り 合 っ た ベ ー ン が 円 周 方 向 に 隔 た っ て 、 そ の 中 で 燃 焼 ガ ス （ ２ ０
） を 加 速 す る 為 の ノ ズ ル 通 路 （ ４ ６ ） を 形 成 し て お り 、
　 各 々 の ベ ー ン の 後 縁 （ ３ ４ ） が 隣 接 す る ベ ー ン の 対 応 す る 吸 込 み 側 （ ３ ０ ） か ら 隔 た っ
て 、 前 記 ノ ズ ル 通 路 に 対 す る 流 れ 面 積 が 最 小 の の ど 部 （ ４ ８ ） を 構 成 し て お り 、
　 更 に 、 各 々 の ベ ー ン （ ２ ６ ） が 、 そ こ か ら 冷 却 空 気 （ １ ８ ） を 吐 出 す る 為 に 前 記 冷 却 空
気 通 路 と 流 れ が 連 通 す る よ う に 前 記 後 縁 の 背 後 に 配 置 さ れ た １ 列 の 後 縁 孔 （ ３ ８ ） を 含 ん
で い て 、 こ れ ら の 孔 は 前 記 圧 力 側 （ ２ ８ ） を 通 抜 け る 対 応 す る 出 口 （ ４ ２ ） を 持 っ て お り
、
　 各 々 の 出 口 が 前 記 後 縁 か ら 上 流 側 に 隔 た る 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） を 持 っ て お り 、 各 々 の ベ ー
ン （ ２ ６ ） は 、 隣 接 す る １ つ の エ ー ロ フ ォ イ ル の 向 か い 合 っ た 吸 込 み 側 （ ３ ０ ） か ら の 前
記 圧 力 側 の 位 置 が 、 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） を 通 越 す 燃 焼 ガ ス （ ２ ０ ） を 前 記 切 断 縁 部 で 吐
出 さ れ る 前 記 冷 却 空 気 の 速 度 と 少 な く と も 同 じ 速 度 ま で 局 部 的 に 加 速 す る 位 置 に な る よ う
に 、 前 記 切 断 縁 部 の と こ ろ で 前 記 圧 力 側 及 び 吸 込 み 側 を 横 切 る 厚 さ （ Ｃ ） を 有 し て い る こ
と 、
を 特 徴 と す る タ ー ビ ン ・ ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ５ 】  
　 前 記 ベ ー ン の 厚 さ が 、 前 記 燃 焼 ガ ス を 前 記 後 縁 孔 の 出 口 に 於 け る 空 気 吐 出 速 度 と 少 な く
と も 同 じ 速 度 ま で 局 部 的 に 加 速 す る 為 に 、 前 記 圧 力 側 に 沿 っ て 前 記 後 縁 （ ３ ４ ） か ら 前 記
前 縁 （ ３ ２ ） の 手 前 ま で 変 化 し て い る 記 載 の タ ー ビ ン ・ ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ６ 】  
　 前 記 ベ ー ン の 厚 さ の 変 化 が 、 大 部 分 の 流 れ 通 路 （ ４ ６ ） に 於 て 前 記 燃 焼 ガ ス （ ２ ０ ） を
前 記 後 縁 孔 の 出 口 （ ４ ２ ） に 於 け る 速 度 ま で 加 速 す る に は 不 十 分 で あ る 記 載 の タ
ー ビ ン ・ ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ７ 】  
　 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） が 、 そ の 劣 化 を 防 止 す る 為 の 最 小 厚 さ に な る よ う に 、 前 記 後 縁 （
３ ４ ） か ら 隔 た っ て い る 記 載 の タ ー ビ ン ・ ノ ズ ル 。
【 請 求 項 ８ 】  
　 タ ー ビ ン ・ ノ ズ ル （ １ ０ ） を 作 る 方 法 に 於 て 、
　 そ の 間 の ノ ズ ル 流 れ 通 路 （ ４ ６ ） を 通 る 燃 焼 ガ ス （ ２ ０ ） を 加 速 す る 為 の 複 数 個 の ベ ー
ン （ ２ ６ ） の 空 気 力 学 的 な 輪 郭 を 定 め る 工 程 と 、
　 前 記 ベ ー ン の 後 縁 （ ３ ４ ） の 背 後 に 配 置 さ れ 、 該 ベ ー ン の 圧 力 側 （ ２ ８ ） を 通 抜 け る 対
応 す る 出 口 （ ４ ２ ） を 持 つ １ 列 の 後 縁 孔 （ ３ ８ ） で あ っ て 、 各 々 の 出 口 が 前 記 後 縁 （ ３ ４
） か ら 切 断 距 離 Ｅ だ け 上 流 側 に 隔 た る 切 断 縁 部 （ ４ ４ ａ ） を 持 ち 、 前 記 孔 が 前 記 切 断 縁 部
に 於 け る 燃 焼 ガ ス の 速 度 よ り 高 い 速 度 で 冷 却 空 気 （ １ ８ ） を 突 出 す る よ う な 寸 法 で あ る １
列 の 後 縁 孔 （ ３ ８ ） を 定 め る 工 程 と 、
　 前 記 燃 焼 ガ ス を 、 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） の と こ ろ で 吐 出 さ れ る 冷 却 空 気 の 速 度 と 少 な く
と も 同 じ 速 度 ま で 局 部 的 に 加 速 す る よ う に 、 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ａ ） に 於 け る 前 記 圧 力 側
（ ２ ８ ） に 沿 っ た 前 記 ベ ー ン の 空 気 力 学 的 な 輪 郭 を 決 め 直 す 工 程 と 、
を 含 ん で い る 前 記 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】  
　 前 記 ベ ー ン が 、 前 記 ノ ズ ル 通 路 を 対 応 的 に 狭 め る 為 に 、 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） で 一 層 厚
手 に 決 め 直 さ れ る 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】  
　 更 に 、 前 記 切 断 距 離 を 減 ら す 為 に 、 前 記 切 断 縁 部 （ ４ ４ ） を 前 記 後 縁 （ ３ ４ ） に 近 付 け
る よ う に そ の 位 置 を 決 め 直 す 工 程 を 含 む 記 載 の 方 法 。
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